
【平成 30 年度 決算報告】 

 おかげさまで新年度を迎え、活動をスタートすることができました。この場をお借りして、昨年度の決

算報告をさせていただきます。今後ともご支援のほどお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

何か質問等ありましたら、事務局までお願いいたします。 



特定非営利活動法人あかぎの森のようちえん機関紙                      ２０１９年６月 発行 

 

 

 

 

 

 

＜理事長挨拶＞「群馬県こども・若者未来県民会議」委員を拝命しました。 

 元号も新たに「令和」となり、世の中のいろんなことが少しずつ変化していくのを実感する毎日です。子ども

たちを取り巻く環境も、教育行政の方針も、地域で実践されている教育活動も、様々な手法や団体が確立されて

きていることを感じています。そんな中、様々なご縁をいただき、表題の委員を拝命することとなりました。子

育て、子育て支援、少子化対策など、様々な視点から「子ども」「若者」に関する意見をお伝えする役割です。 

 行政の方との連携は非常に楽しみであり、今まで実践を積み重ねてきた「社会教育」「地域活動」を軸に、子ど

もへの体験活動の重要性や、若者の社会参加（参画）について、お伝えすることで貢献できたらとかんがえてお

ります。今までご縁をいただいた多くの皆さまにもお伝えし、皆さんのお考えを聞かせていただけると幸いです。 

これからも、子どもたちのためになる活動を続けていけるよう励みたいと思います。    理事長 橳島隼人 
 

指導に出かけてきました！ 

「あかぎの森のようちえん」では、関係団体からのご依頼をいただき、研修会や講習会、子どもたちの体験活

動の場を作るお手伝いをしています。数件のご紹介ですが、ぜひご覧ください。 

◆4/21（日）高崎市箕郷地区子ども会育成会「初級指導者講習会」 

高崎市内の子ども会育成会にご依頼いただき、アイスブレイク（レクリエーショ 

ンゲーム）の指導をさせていただきました。毎年お手伝いさせていただく講習会 

で、新たに育成会の役員になった方が対象です。 

子どもたちに様々な体験をさせてくれる「子ども会」の活動ですが、そこに関わ 

る大人の中には、ご自身が体験したことがない、という方も多くいらっしゃいま 

す。せっかく役員をやるのであれば、任期まで楽しく活動してほしい。担当の方 

の想いを受けて「まずは楽しむこと」を大切にして体験していただきます。 

大人になっても「はじめての体験」をたくさん楽しむことで、子どもたちに多く 

の「楽しい学び」を届けてくれたら幸いです。        （ぬでちゃん） 

◆4/30（火）ぐんまこどもの国児童会館「あそぼうタイム」 

               太田市にある「ぐんまこどもの国児童会館」にて開催された「あそぼうタイ

ム」にて講師を務めてきました。「こどもの国」敷地内を散策して自然を楽し

む予定でしたが、あいにくの雨天。室内にて、身近な自然を使った遊びやレ

クリエーションゲームを楽しんでもらいました。 

               初めて会った子ども同士がゲームを通して仲良くなり、コーナー遊びはそれ

ぞれが好きなタイミングで好きな遊びを楽しみます。葉っぱに触れたり、木

に触れたりして過ごしました。たくさんの笑い声と真剣な表情に出会うこと

ができた一日となりました。              （ぬでちゃん） 

◆5/8（水）・5/16（木）税務大学校 新入社員研修 

税務署で働くため一年間研修を頑張っている若手職員を対象とした合宿で、アイ 

スブレイク＆キャンドルファイアーを担当してきました。全国各地から集まった 

延べ 550 人がゲームを楽しんでくれました。ゲームで簡単なコミュニケーション 

を取って楽しむだけでなく、時折「働く」ということについて考える時間も設け 

て話し合いをしてもらいました。一年間の共同生活の後、全国の税務署へ出向す 

る予定の皆さん。この合宿やアイスブレイクの時間が、同期の絆を強める一つの 

キッカケになったらいいなぁと会場を後にしました。     （ぬでちゃん） 
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◆5/25（土）群馬県青少年会館「はじめてボランティア講座」 

群馬県青少年会館で開催された「はじめてボランティア講座」の「野外アクティ 

ビティ」の時間を担当してきました。この講座は「これからボランティアを始め 

てみたい！」と考えている大学生が参加してくれました。 

午前中はアイスブレイクゲームの体験、安全管理（危険予知トレーニング）を学 

び、野外活動の後は子どもとの関わり方を学びます。初めてのことにチャレンジ 

するには勇気が必要だと思います。だからこそ、行動に移して学生のうちに様々 

な体験をして、子どもたちと関わり、ボランティア活動の楽しさを知ってもらえ 

たら嬉しいです。どこかの現場でご一緒できる日が楽しみです。 （ぬでちゃん） 

◆6/9（日）上毛新聞 e住まいるプラザ前橋みなみ「キッズ・ベビー＆マタニティフェスタ」 

             前橋市内の住宅展示場で開催されたイベントの中で、体験コーナーを運営させて

いただきました。たくさんの葉っぱを持参して実施した「葉っぱスタンプ」に、

森の中で拾った木の枝をノコギリで切って作る「木のメダル」、大量の積み木で遊

ぶ「積み木遊び」のコーナーも。たくさんのご家族が遊びに来てくれ、それぞれ

の遊びを満喫していってくれました。今回のイベントでは、保育士をしながら活

動している「遊び歌」のスペシャリスト小川俊彦さん、保育士シンガーソングラ

イター「いわしピクニック」、子ども向けエンターテイナー「せきあっし」にもご 

協力いただき、子どもたちが楽しめるステージをやっていただきました。 

「遊び歌」は親子の触れ合い遊びが多く笑顔で触れ合っている姿が印象的で 

した。「いわしピクニック」ライブでは歌だけでなくエプロンシアターや絵 

本の時間もあり、子どもたちが熱中していました。「せきあっし」人間紙芝居 

は、大人も大笑いするくらい面白く、もちろん子どもたちからも大人気です。 

様々な体験の場や機会がありますが、子どもたちのために真剣に活動する仲 

間とこれからも協働していきたいと思います。       （ぬでちゃん） 

◆6/20（木）群馬県生涯学習センター「社会教育推進セミナー」 

              群馬県内の公民館や学校などで社会教育を担当する方や、児童館・学童クラブ

の指導員さんを対象としたセミナーで講師を務めてきました。今回のセミナー

は「リスクマネジメント」をテーマに開催されています。安全を守るためには

参加者の緊張がほぐれていることも大切なので、まずは「アイスブレイク」で

緊張感をほぐすためのゲームを体験していただきました。大人ばかりの研修会

なので、子ども相手に行うゲームとは違います。会話を楽しむゲームを行い、

お互いのことを軽く知ってもらいました。 

リスクマネジメントの講義は内容も多く、現場に立つ方にとっては知っておかなければいけない大切な話です。

「森のようちえん」の現場やゲーム指導で感じた「安全観」にも触れさせていただき、安全を守ることの意義

と具体的な方法論をお話ししました。参加してくださった方それぞれにとって身近に聞ける話題となるよう、

様々な角度からお話ししました。日々の現場での指導に役立つ話になっていたら幸いです。  （ぬでちゃん） 

◆6/26（水）小学校キャンプファイア指導 

小学校や中学校の林間学校・宿泊体験学習の中で多く実施されている「キャンプファイア」の時間をお手伝い 

させていただいています。なかなか体験する機会が少ない活動なので、安全に楽しく、さらに活動後に何か学

びが残るよう意識して構成・指導しています。場合によっては、このタイミングで初めて火に触れる子どもた

ちもいます。楽しく過ごすことはもちろんのこと、火を扱うことや火を囲むこと、夜を楽しむことの意味や意

義なども併せて伝えていくことが必要だと思っています。                 （ぬでちゃん） 



【森のようちえん事業報告】 
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◎NPO 法人あかぎの森のようちえん「主催事業」の様子 
5/3（金）～5/4（土）・5/5（日）～5/6（月祝）「おやこキャンプ」を開催しました！ 

ゴールデンウィークに「おやこキャンプ」を二回実施しました。のんびり過ごす楽し 

い時間を意識して、自然を満喫できるようお手伝いです。テントの立て方も説明し、 

親子だけでなく、別のファミリーとも協力してテントを立てました。子どもたちも一 

生懸命お手伝いしてくれます。子どもたちが森で遊んでいる間、保護者の方と一緒にアウトドアクッキングも♪ 

               手作りのパンとシチューを作って、子どもたちの帰りを待ちました。体をいっ                         

               ぱい動かしたあとの夕食はとても美味しかったです。夜のテントの時間になる 

               と、子どもたちは熟睡です。朝早く起きて、二日目も再び森へ遊びに出かけま 

す。一日目は知らない同士でしたが、いつの間にか一緒に駆け回るほど仲良し 

になっています。そんな様子をスタッフと共に保護者が見守っている時間はあ 

り、とても嬉しい気持ちになりました。これからもたくさんの子どもたち・保 

護者の方が楽しめる事業を行っていきたいと思います。   （ぬでちゃん） 
 
【賛助会員・寄付のお願い】 
あかぎの森のようちえんでは、法人の方針でもある『自然を使って身近な社会の課題を解決し合える社会を

つくります』の趣旨に賛同してくださる方々からの寄付を募集しております。支援の方法は２つあります。 

 ①活動全般へ寄付をする ②賛助会員になる ～～ 詳細は、事務局までお問合せください。 担当：橳島 

 

 

 

 

 

①プログラム提供事業 

【幼稚園・保育園を対象とした事業】 

◆森のようちえん・森のほいくえん 

主に前橋市内の幼稚園・保育園を対象にした 

プログラムを提供 

4月～6月 25件 参加延べ人数 935人 

       （内、引率の先生135人） 

1件、県外（神奈川県）からの依頼 

1件、園からの親子遠足の受託 

②指導者派遣（4月～6月） 

【関係団体の講習会、研修会などへの派遣】 

 14件（出展、レクリエーション指導、等） 

 教育事務所研修事業、公立施設新入職員研修 

 地域・公共施設イベント運営、各セミナー講師 

 子ども会育成会 役員研修、小学校CF、など 

③主催事業（11件） 

・森のようちえん～ほんわか～（年少～年長の子どもとその親） 

①4/13（土） 16組 42人  

②5/12（日） 15組 38人 

③6/23（日） 16組 41人     計 121人 

・親子の森のようちえん（年少～年長の子どもとその親） 

 ①4/14（日） 11組 25人  

②6/ 8（土） 15組 39人      計 64人 

・もりっこ（年長～小2の子ども） 

 ①4/20（土） 20人 ②5/18（土）19人 

 ③6/22（土） 20人         計 59人 

・おやこキャンプ（年中～小１の親子） 

①5/3（金祝）～4日（土祝）10組 29人 

②5/5（日） ～6日（月祝） 9組 30人 計 59人 

・4/27（土））ボランティア体験会     12人  

参加者総数 315人 ボランティアスタッフ 延べ117人 
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